
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
掲 示 板 

 
 『お役立ち情報集』配布のお知らせ。 

豊玉中・豊玉南・中村北・中村・中村南地域版、高齢者のための『お役立ち情報集』をお

渡しいたします。モデル地域の 65 歳以上の世帯に 4 月 21 日よりお渡しいたします。配布

場所は、区役所在宅支援課または、練馬福祉事務所内地域包括支援センター、練馬地域包

括支援センター豊玉支所・練馬支所、豊玉高齢者センター、中村敬老館、豊玉北地区区民

館、中村地域集会場です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モデル地域の 65 歳以上の世帯に 4 月 21 日よりお渡しいた 

します。配布場所については、4 ページの掲示板をご覧くだ 

さい。 

◆ふれあい つうしん “ねりま”最終号をお届けします！ 

認認 知知 症症
● ● ●

にに
●

なな っっ てて
● ● ●

もも
●

  

安安 心心 ししてて暮暮 ららせせるるままちちををつつくくろろうう 
                   最終号 平成２１年３月発行   

最終号 平成２１年３月発行  

連絡先 練馬区健康福祉事業本部 在宅支援課 

〒１７６－８５０１ 東京都練馬区豊玉北６丁目１２番１号 

ＴＥＬ ０３－５９８４－４５９７  ＦＡＸ ０３－５９８４－１２１５ 
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ふふ れれ ああ いい   つつ うう しし んん   ““ねね りり まま ””  

『認知症になっても安心して暮らせるまちづくり』 

 に向けた話し合いをしてきました。その成果をお知らせします。

活動その１：「お役立ち情報集」が出来まし

た。困りごとが生じたご本人の気持ちに立ち、

役立つ情報を探せるように工夫しました。 

簡易版 4 ページ 

情報集 36 ページ 
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モデル地域の住民の方々の取り組みを紹介します。 

住民の立場から、認知症の方や家族が安心して暮らせる地域づくりを目指しました。 

認知症支援ワークショップメンバー 

地域で認知症の方を見守るための 

オレンジステッカーづくり 

認知症が正しく理解されて、ご

近所と、ご本人やご家族と話が

出来るまちになればいいわね。 

地域づくりの「シンボル」として、また徘徊の方

を発見した時の連絡先として「オレンジステッカ

ー」を作成し、掲載のお願いと周知をしました。 

相談窓口や医療につながるには・・・・・

介護者の負担を軽くするには・・・・・・ 

○メンバーが自分の主治医を訪

問し、もの忘れ相談について

話し合いました。 

○医院に「ステッカー」を貼っ

てもらい、相談しやすくなり

ました。 

地域の集会場でサポーター養成講座を開催した

後、茶話会を開催。好評だった茶話会を継続し

ます。 

家族の負担を軽減するためには、ご近所と顔

の見える関係になるといいんじゃないかな。 

一番なじみの、かかりつけ

のお医者さんに、もの忘れ

の相談ができるといいのだ

けれど・・ 

認知症 

 

も
の
忘
れ
が
気
に
な
り
だ
し
た
ら 

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

活動その 2：徘徊 SOS ネットワーク

「模擬訓練」を平成 21 年 2 月に行い

ました。 

活動その 3：「家族会」の役割や課

題について検討しました。 

認知症の人を支える家族の会 

            木瓜の花 例会

豊玉中・豊玉南・中村北・中村・中村南地域版



平成19年10月～平成21年3月の2年間にわたり、18回の認知症コーディネート

委員会が開催されました。 

その活動報告を大きく三つにまとめて報告いたします。 

◆ ［活動その１］地域資源マップが「お役立ち情報集」として完成しました。 

 認知症コーディネート委員会で、最も強く要望された「認知症のご本人の気持ちに立と

う」を念頭に、介護の場面で出会った方々の事例を検討し、初めに生じた困りごとに着

目して分類し、実際に役立った情報をご案内するように作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   認知症の解決は、医学の力だけではありません。地域でこれまで通り生活をおくるた

めには、周囲の人の理解や協力も力となります。 

   情報集には、地域の「配達してくれる商店」「出張サービスしてくれる理・美容店」も

掲載されています。この情報集は、そうした理解や協力の輪・広がりの一端を示すこと

によって、認知症の方やそのご家族の皆様の安全・安心につながることをめざして作ら

れた、支えあう地域づくりに向けた「道案内」です。 

◆［活動その２］徘徊 SOS ネットワーク「模擬訓練」を行いました。 

平成 21 年 2 月 10 日（火）にモデル地区内（中村・豊玉地区）で模擬

訓練を行いました。 

今回の模擬訓練のテーマは、 

 特別に捜索隊を組んで探すのではなく、普段の生活の中での見守り

などによる発見をめざす。 

 情報を関係機関やネットワーク登録区民に早く的確に伝える。 

 

＜訓練の概要＞ 

午前 9 時 30 分から午前 11 時まで約 1 時間 30 分程度、高齢者に扮

した区職員がモデル地区内を徘徊しました。 

その後、練馬警察署に保護され、救急隊によって病院へ搬送される

までを訓練として行いました。 

徘徊者の特徴を伝えるメール・ファックスを訓練参加者約 150 名に

配信し、その情報を見た参加者によって 2 回発見されました。 

＜訓練を実施して＞ 

発見者からは、「普段なら気に留めないことで

も、情報をもらうことで、意識的に周囲を見るよ

うになりますね。」という感想がありました。 

メール・ファックスは、捜索依頼があってから

約 20 分以内に参加者の元に届き、円滑な情報伝 

達が行われました。 

◆［活動その３］「家族会」の役割や課題について検討しました。 

○家族会「木瓜の花」の活動を聞きました。     

家族の本音や悩みが安心して出せる場になっています。 

○コーディネート委員会では、次のような意見がでま

した。 

・身近に行ける家族会が欲しい。 

・家族会を、もっと多くの人に知ってもらえるように

伝えていくとよい。 

・家族会へ参加するまでには、葛藤や迷いが生じるの

で、初回は、紹介者が付き添うなどの配慮が必要。 

・家族会の参加が、介護を続けていく上で大事な支え

になるが、本人を見てくれる人がいないと参加でき

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

索引 こんな時には・・・ 

困ったことか

ら、役立つ情

報を探すこと

が出来ます。

このページをみれば、情報

が載っています。 
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～～～モデル事業の成果の反映 今後の区の取り組み～～～ 

 平成１９・２０年度に取り組んできた東京都認知症地域資源ネットワーク事業の成果を踏まえ、

平成２１年度以降は区全域に展開していきます。 

 １、認知症高齢者支援ネットワーク 

徘徊高齢者の発見・保護できる仕組みなど、地域における認知症高齢者の支援体制を構築

するため、住民やかかりつけ医、介護保険事業者、警察など関係機関と連携し支援ネットワ

ークづくりを進めていきます。 

 ２、認知症家族・介護者支援 

 家族・介護者同士の交流を図るために、勉強会や介護者サポーター養成講座、家族・介護

者の会の立ち上げ支援を行います。 

 ３、認知症高齢者見守り支援 

    認知症高齢者を対象に見守りなどを行い、家族・介護者の介護負担の軽減を図ります。 
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毎日のことだも

のついね・・・ 

「病気なんだから怒っ

ちゃだめだよ」と病院

で言われるけど・・・


